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⑴医療から福祉までの臨床、現場を有する特性
を活かした研究課題の設定
①　独自性の高い基礎的・応用的研究
・ 脊髄損傷者の歩行機能に対するニューロリハ

ビリテーションに関する研究
　 　脊髄不全損傷者の歩行機能再獲得のための

歩行トレーニング実験を引き続き実施します。
また、血中神経損傷バイオマーカーpNF-Hの
有用性を多施設によって実証する研究を開始
します。

・ ブレイン－マシン・インターフェイス（BMI）
に関する研究

　 　BMIシステムにおける生体信号入力部の機
能拡張、着脱が容易で連続使用可能である電
極開発等を行っていきます。

・ 高次脳機能障害者に向けた標準的認知リハビ
リテーションに関する研究

　 　前年度までに全国の高次脳機能障害支援拠
点機関とともに収集した、約100例分の訓練
内容と１年後の社会的帰結について集約分析
します。

平成24年度の運営方針

１　リハビリテーション技術・福祉機器の研究開発

・ 視覚障害の遺伝子診断技術及びその臨床応用
に関する研究開発

　 　昨年度発見した日本人網膜色素変性症に特
有なEYS遺伝子の変異について大規模なス
クリーニングを行います。

・ 社会科学、情報科学を駆使した障害者の情報
コミュニケーション支援に関する研究

　 　北海道浦河町における精神障害者の防災活
動への先進的取組事例を全国に紹介するため、
過去の記録及び文献のデータベース化等を進
めます。

・ 切断者のリハビリテーションに関する研究
　 　昨年度実施したQOL調査の解析を進め、高

齢下肢切断者における問題点を明確化します。
また昨年度収集した切断者の断端周径変化の
調査データに基づき、変化の要因を明らかに
します。
② 　障害全体を視野に入れた支援技術や福祉機
器等の開発、実用化及び普及

・ 軽度認知症者を対象とした情報支援機器の開
発と実用化及び適合手法の確立

　 　昨年度までの介入評価の結果を基に、機器
の効果、適用範囲、適切な介入方法を明らか
にし、支援手法マニュアルを作成します。

・ 既存の障害種別に含まれない障害者を対象と

　「医療から福祉までの臨床現場を有する特性を活かし、障害全体を視野に入れた総合的リハ
ビリテーション技術および福祉機器の研究開発」を中心課題とする研究所の中期目標達成に向
けて研究を実施します。基本方針は、機関評価委員会においても強く要請された「国リハでし
か出来ない研究」を推進することです。そのために、①臨床現場との連携、②先端技術の導入、
③対象障害の拡大、④海外研究機関との連携、⑤政策提言につながる研究を重点的に進めます。
また、様々な手段を活用して成果の情報発信に努めるとともに、開発した機器や手法について
は実用化や普及を目指します。

● ● ● 平成24年度の全般的運営方針 ● ● ●
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した支援技術・支援機器の開発
　 　吃音の発生メカニズム解明並びに発話訓練

方法の開発を続けるとともに、病院・学院と
協力し、吃音研究センター構築の準備を行い
ます。

・ 切断者の感覚入力の取込みを可能とするソケ
ット、即時装着試用評価可能義足ソケット等
のリハビリテーション機器の開発

　 　被験者評価を通して義足ソケット内加圧方
向分布測定センサの改良を行います。

・ 発達障害の青年期、成人期における職業生活
を含めた地域生活支援に関する福祉サービス
手法の開発

　 　地域と障害者支援施設をつなぐ医療-福祉
連携による相談窓口の体制について検討、提
言します。

・ その他
　 　高次脳機能障害者の日常生活・就労支援の

ための携帯電話実装アプリケーションと外出
を支援する機器の研究開発を実施します。
③ 　「国の研究開発評価に関する大綱的指針」
に基づく第三者による研究課題評価と結果を
研究業務への反映

　 　研究課題について、第三者による事前・中
間・事後評価を実施し、その評価結果を研究
に反映します。
⑵産学官や地方公共団体の総合リハビリテーシ
ョンセンター等研究機関との有機的連携による
共同研究、研究交流の促進
① 　社会環境の変化に伴う新たな公的要請に即
応できる研究開発体制を保持し、試行的取組
みに積極的に参加する

　 　運動機能系障害研究部に分子病態研究室を
創設し、リハビリテーションに薬剤等を併用

する治療法の開発を行います。
　 　平成23年度に完成した障害者ライフモデル

ルームにて、障害者支援の福祉用具・生活環
境等に関して機器等の体験や評価、訓練の一
部などを実施します。
⑶福祉機器の評価・認証機能の強化、国際基準
の策定支援
①　高度先端福祉機器の臨床評価機能の強化
　 　ロボティックベッド並びに電動車いす片流

れ防止システムの臨床評価を継続し、問題点
の明確化と有用性の検証を行います。

⑴対象者に応じた情報発信機能の強化
　発達障害情報・支援センターウェブサイトの
情報の内容を拡大するとともに、高次脳機能障
害情報・支援センターの情報発信サイトを構築
します。
⑵全国の発達障害者支援センター等の中核セン
ター機能の発揮
①　発達障害情報・支援センター
　 　発達障害者支援センターとの情報共有につ

いて更に連携を深め、情報データベース（年
間実績、事業実績等）の完成を目指します。
②　高次脳機能障害情報・支援センター
　 　高次脳機能障害支援普及事業を円滑に推進

し、関係機関との連携を図ります。

○　国の政策企画立案への協力
　「福祉機器の利活用のあり方に関する研究」、

「持続可能な障害福祉制度の整備に関する研究」
などを通して、国の施策に資する提言を行いま
す。

２　リハビリテーションに関する情報収集及び提供

３　リハビリテーションに関する企画・立案
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